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はじめに バルクヘテロ型（BHJ）太陽電池は、逆型構造とすることで長寿命化できることが知られている。

これらの太陽電池では、開放電圧などの太陽電池パラメータが光照射により作製直後から向上していく効果が

ある。これを light soaking effect（LSE）という。ドナー相とアクセプタ相のどちらかが LSE に支配的であるか

は、太陽電池パラメータの最適化を行う上で不可欠である。我々は、電界誘起光第 2 次高調波発生（EFISHG）

を用いて、バルクヘテロ型太陽電池のドナー相とアクセプタ相で発生する光起電力をそれぞれ測定できること

を示してきた。[1] 本発表では、アクセプタ相の光起電力の変化が開放電圧の向上を律していることを直接実

験で明確化したので報告する。 

実験 Fig. 1 に測定した逆型バルクヘテロ太陽電池の構造（ITO/P3HT:PCBM(70)/PEDOT:PSS/Au）と EFISHG

測定の様子を表す。Fig. 2 に示す J-V 特性より、360 秒の紫外線照射（波長 350~450 nm、800mW）による LSE

のために太陽電池パラメータが向上することが確認できる（開放電圧 Voc:0.01→0.29 V）。 LSE の前後で EFISHG

測定を行い、P3HT、PCBM に発生する光起電力を測定した。2 つの相に発生する光起電力を測定するために、

EFISHG 測定の SH 光波長は 450 nm、550 nm の 2 つの波長を用いて測定した。 

結果 Fig. 3 に EFISHG 法で測定したドナー相（P3HT）とアクセプタ相（PCBM）の光起電力（ΔE1,ΔE2）

と開放電圧（Voc）との関係を示す。UV 光照射によって Voc が向上するのは、主にアクセプタ相の光起電力が

増大するためであることがわかる。 

結論 ITO/P3HT:PCBM[70]/PEDOT:PSS/Au 素子への UV光照射による LSE 発生を J-V測定から確認した。360

秒の紫外線照射による LSE で開放電圧は 0.01 V から 0.29 V に向上した。EFISHG 測定によりドナー相とアクセ

プタ相の光起電力を分離して測定した結果、LSE はアクセプタ相の光起電力の増大と対応していることがわか

った。 
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